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富山県のイノシシ・ニホンジ方
が定着していると思われる。婦中町，八尾町及び福
岡町の目撃個体は飼育されていた個体と思われる（南
部，1999)。
全国の狩猟統計及び有害駆除頭数は年々増加してお
り，1989年度（平成1年度）と1999年度（平成11年度）
を比較すると狩猟数と有害烏獣駆除数の合計は，全国
では3.8倍（1989年度34893頭；1999年度133274頭)，
岐阜県では1.8倍（433頭，772頭)，長野県では4.1倍
(725頭，2954頭)，福井県では，8．3倍（55頭，457頭）
と増加し，福井県では全国平均をかなり上回る（図8)。
1989年度（平成1年度）～2000年度（平成12年度）
にかけ，石川県では1995年度に3頭，1999年度5頭，富
山県では，1995年度に5頭，1999年度1頭，新潟県では，
1992年度に3頭，1999年度2頭が狩猟されているにすぎ
ず，有害駆除は挙がっていない（図9)。
岐阜県北部の飛騨地方では1996～2000年度の5年
間の有害駆除数は0頭で，狩猟数は，2000年度に吉城郡
河合村で3頭が挙がっているだけである。長野県の
1995～2000年度の有害駆除数は，中部及び南部では増
加し，1995年度と2000年度を比較すると，中部では60
頭と426頭，南部では363頭と1288頭，と増加し，北部
では2000年度に1頭駆除されているに過ぎずない。福
井県嶺南地方では，1997～2000年度にかけ，有害駆除
数は22，14，55，176頭と増加しているが，嶺北地方で
はいずれの年も0頭である。
富山県，新潟県，岐阜県飛騨地方，長野県北西部で
は，1970年代ニホンジカほとんど生息しないとされて
いるが（富山県，1979；岐阜県，1979；新潟県，1979；
長野県，1979)，明治時代には石川県や富山県に生息
したことが知られている（南部・石坂，2001)。1990
年代，福井県南部，岐阜県南部，長野県南部では狩猟
数は増加している。岐阜県北部の飛騨地方，石川県，
富山県，新潟県ではわずかではあるが狩猟され，富山
県や新潟県西部，長野県北西部では少数が目撃され，
石川県加賀地方でもオスジカが希に目撃されている
(野崎1999)｡これらのことより，近年少数が福井県
側，岐阜県側，長野県北西部側から石川県や富山県，
新潟県へ進出しているものと思われる。なお，富山県
の目筆個体は、一部飼育個体の可能性もあり，注意が
必要である。
??????????
一
196119821983198419851986198719881989199019911992199319941995199619971998年冬
こ『、
1400F一一一ー一一一一一一一一一
‐」?????
1200
-α山中
÷鳥越
令猪谷
1000
』
198119821983198419851986198719881989199019911992199319941995199619971998年冬
C、
14m】
1200
10”
』辰一
1981198219831984198519861987’988198919901991199219卵19941995199619971998年冬
図101981年冬～1998年冬の北陸地方及び岐阜県飛騨地方
の降雪量の年変動。地点は本文参照。
は今回のアンケートでは得られず，石川県側からの進
出は県境付近でとどまっていると思われる。
2）ニホンジカ
今回と前回（南部，1999）のアンケー ト結果から，
1995～2()01年に8市町村（福光町，福岡町，庄川町，婦
中町，八尾町，大沢野町，上市町，朝日町）で確認され
た。標高の範囲は前回（南部，1999）が20m（婦中町》
～700m（上市町）で，今回は180m（庄川町）～500m
(立山町・福光町）であった。確認された個体は，ほ
とんどがオスl個体であった。福光町では現在も少数
Ⅲ降雪量との関係
イノシシ，ニホンジカの生息域は，積雪と関係があ
るとされ（常田・丸山，1981；常田他，1981)，島根県
での近年のイノシシの増加は降雪量の減少が関係して
いるとされている（島根県，1997,2000)。
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南部久男・吉村博儀
1981年冬（1981年12月～1982年3月）～1998年冬の，
北陸地方，岐阜県飛騨地方の13降雪観測地点では，「降
雪量」の年平均は，1987年冬以降，全地点で減少した
が，特に低地での減少が顕著であった（図10,表l)。
｢最大積雪深」も低地と里山で「降雪量」と同様1987
年冬以降減少傾向が見られ，11地点で減少したが，山
地の「白川」と「高山」ではほとんど減少は見られな
かった。「30cm以上の積雪日数」の年平均は，1987年
冬以降全地点で減少傾向が見られたが，低地での減少
は，里地，山地よりも顕著であった。「50cm以上の積
雪日数」の年平均も「30cm以上の積雪日数」と同様
に，1987年冬以降全地点で減少傾向が見られたが，低
地での減少は，里山，山地よりも顕著であった。また
その減少の割合は「30cm以上の積雪日数」の減少の
割合よりさらに顕著であった。
このように，北陸地方の低地では，1987年冬以降
｢降雪量」の減少は著しく，「30cm以上積雪日数｣，「50
cm以上積雪日数」の減少は「降雪量」の減少よりも
さらに顕著であった。「里山｣，「山地」においても1987
年冬以降「降雪量」は減少し，「30cm以上積雪日数｣，
｢50cm以上積雪日数」も減少がみられた。
積雪に対するイノシシの自然分布の限界は，30cm以
上平均積雪日数70日以上とされる（常田・丸山，1981)。
｢30cm以上積雪日数70日以上｣の地点は，1987年冬以前
では13地点中8地点であったが，1987年冬以降では，1
地点（白川）に減少した。特に，低地の4地点（富山，
福井，金沢，小浜）では，10日以内と激減した。岐阜
県飛騨地方の「高山」では1987年冬以前と以降では，
｢30cm以上積雪日数」の年平均は，25．8日と15．0日で
どちらもかなり少ない。「白川」及び「河合」では，
1987年冬以降，それぞれ1040日が81.2日に，90〃日が
63.8日と70日前後に減少している。「神岡」では，
75.3日が4L7日に，富山県南部の「猪谷」では，81．2
日が41.4日とかなり減少している。このように，降雪
量から見ると，もともと積雪の多い岐阜県飛騨北部，
富山県南部では，現在もイノシシにとっては冬期の生
存が厳しい地域が多いと言えるが，「神岡｣，「猪谷」の
ように，地域によっては生存可能な場所も増えている
と思われる。今回のアンケートの結果より，冬期（2
月）に富山県南部の山田村でイノシシが狩猟されてい
ることは，富山県南部の山地でも冬期にも生存できる
地域があることを示している。
積雪に対するニホンジカの自然分布の限界は，50じ、
以上平均積雪日数10日以上とされる（常田・丸山，
1981)。50cm以上積雪日数10日以上は，1987年冬以前
では13地点中12地点であったが，1987年冬以降では8
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地点に減少した(表1)。1987年以前では，「小浜」だけ
が8.7日と10日以内であったが，1987年冬以降では，北
陸地方の低地（福井，小浜，金沢，富山）全ての地点
で2日以下と大幅に減少し，「大野｣、「今庄｣，「山中」
でも15日以下となり，「高山」では10日以下となって
いる。降雪量からすると，ニホンジカにとっては，里
山，山地では冬期の生存に厳しい地域が多いと思われ
るが，低地では冬期でも生存できる地域が増えている
と言える。
福井県では，イノシシとニホンジカの両種が，石j'三
県ではイノシシの増加が著しく，富山県でもイノシシ
の増加傾向が見られる。この一因は，1987年冬以降の
低地での「降雪量」の著しい減少や「30cm以上積雪
日数｣，「50cm以上積雪日数」の減少によると思われる。
Ⅳまとめ
近年の北陸地方のイノシシの動向は，日本海の沿岸
に近い山地側では，福井県から石川県へと分布を広げ
岐阜県側からは神通川水系沿いに富山県へと分布を広
げつつあると言える。その一因は1987年冬以降の降雪
量の減少にあると思われる。ニホンジカもイノシシと
同様な傾向が見られるが，イノシシに比べる分布の拡
大はまだ遅いと思われる。
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